
広島県支部主催国内視察研修

倉敷中央病院で講演会と施設見学

　当協会広島県支部は 2014 年 12 月 11 日、継

続研修の一環として岡山県倉敷市にある公益財団

法人 大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院で

講演会と施設見学を行った。

90 年前に具現化されていた 
現代が求める“病院”

　倉敷中央病院は 1923（大正 12）年、倉敷紡績

株式会社大原孫三郎社長によって創設された病院

である。何事にも最高を求めた大原氏は、「治療

本位（研究目的ではない、真に患者のための治療）」

「病院くさくない明るい病院」「東洋一の理想的な

病院」という 3 つの創立理念を掲げ、荒木寅三郎

京都帝国大学総長の協力を得て優秀人材を得ると

同時に、ヨーロッパから最新の医療機器、施設設

計の技術を取り入れた病院を建設した。また最新

の医学情報を得るために多くの医学図書を購入し

たり、今では珍しくない病院内の温室や庭園も整

備した。同院では 90 年も前に “ 患者アメニティ ”

が具現化されていたのだ。温室内は年中、ハイビ

スカス、ブーゲンビリアなど亜熱帯の花が咲き誇

り、植物の下で患者と家族が談笑する姿が微笑ま

しく、大原氏の思いが伝わってくる。

地方民間の高度急性期病院の挑戦を見聞

　大原氏が描いた理想の医療を継続的に提供し続

けるには健全経営が不可欠であるとして、同院は

オーナー経営でない完全独立採算民間病院とし

て、持続的成長に向けて計画的にハードの整備、

組織改革、新能力開発、人事制度改革に、病院全

体で取り組み中である。

　講演会では、十河浩史氏（地域医療連携・広報

部部長 / 地域連携室室長）に「地域連携の施策で

創る地域医療と病院経営」を、また副理事長の相

田俊夫氏に「倉敷中央病院の経営展開―高度急性

期病院を目指して」と題してご講演いただいた。

様々な活動で地域連携の強化に取り組む
　十河氏は、同院が現在取り組んでいる地域連携

の強化について解説した。地域医療機関の方々に

参加してもらう勉強会・研究会を開催し顔の見え

る連携を進めると同時に、広報誌「みんなのくら

ちゅう」の発行を通じて、日常予防、かかりつけ

医の大切さ、救急医療体制と役割分担、地域連携

パスの考え方、を共有する取り組みを行っている。

また、2013 年から市内 15 医療機関の共催、市・

商工会議所・保健所の後援で『わが街健康プロジェ

クト』を運営（資料

1）。「共に考える医

療」「心かよう地域

医療」を目指し、住

民と医療提供者によ

る対話型講演会を開

催している。同プロ

●資料1　
「わが街健康プロジェクト」
のポスター

講義を受ける視察団。病院側に無理をお願いして何とか30 人まで
受け入れていただいた
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ジェクトからは、高齢社会の現実と課題を共有す

る「わが街健康サポーター」も続々と誕生してい

る。回を重ねることで、意見交換の場から「地域

医療を考える場」へとステップアップしていると

のことだった。

病院のミッションは「世界水準の医療」
　相田氏は、高度急性期病院を目指して取り組む

同院の経営戦略・実践について、ハード、ソフト

両面の取り組みを交えて紹介した。

　まず、創設者の思い・理念が職員の心の拠り所

となっており、病院のミッション「世界水準の医

療」が経営者のモチベーションの原点にもなって

いると述べた。そして、今後の医療経済を考慮し、

広義の「医療の質」を担保しつつ効率化を徹底追

求した病院経営が不可欠だとして、自院の役割を

明確にし、課題目標・施策と推進スケジュールを

明確にした中期計画の下で、一歩ずつ確実な取り

組みを行っていることを紹介した。

　ハード整備は、将来を見据えて計画し、キャッ

シュフローを注視しながら、基本線はトップダウ

ン、具現化は現場参画で “ 病院機能を極力ダウン

しないで整備すること ” に留意している。アメニ

ティは日常生活水準、従業員施設と患者施設は同

等としている。

　一方で、人材育成と職員参画の行動変容が病院

発展の要として、「人は人を育てる組織に集まる」

との考えの下、個々人の人材育成目標のセット、

「セクションではなく常に病院は！」から考え行

動できる管理職の育成・登用が鍵だとして、年功

序列ではなくポスティングを重視している。働き

やすく、多職種が協働できる職場環境作りを目指

しており、ゼネラリストのプロフェッショナル育

成が今後の課題になるとのことだった。

　また、良質な医療を安定的に提供するためには、

「人材、資材、情報など病院の経営資源を横断的

に把握し調整する組織や人材が必要」との考えに

基づき、組織をフロント・職能部門・総括マネジ

メント本部の 3 つに区分。職能部門は人材面で

チーム医療をバックアップ、院長や病院の経営機

構は組織全体をサポートする体制にした。上から

の方針やアイデア、現場からの問題提起・提案は、

現場の意思を尊重する風土の中で PDCA を基本

に取り組んでいる。

　最後に、今後の課題として「高度急性期病院は

民間で耐え得るか」「地方にあってレベル・規模

に見合った医師の確保が持続できるか」「設備投

資・人材投資に伴う総固定費増に見合った収入

増が持続できるか」「いずれ来る人口減への対応」

などを示した。

　講演の後、4 つのグループに分かれて院内を見

学したが、患者とその家族の満足度と同時に職員

満足度を高める配慮が随所に見受けられた。

　地方の高度急性期病院の挑戦は続くが、医業経

営コンサルタントにとっても真価が問われると同

時に、活躍の場が広がることを予感させる示唆に

富む講演会と施設見学であった。	

（本部広報委員　藤井　康彦）

AW T C H

患者、住民の交流の場となっている大
原記念ホール

ステンドグラスが院内至るところにあ
る。写真は 3 棟うぐいす通りにある作品
名「木漏れ日からの発想」

赤い屋根瓦が特徴の外観

温室は外来患者用と入院患者用の2 つ
がある

屋上ラウンジからは、手前に緑豊かな
屋上庭園を、遠くは児島湾を展望でき
る

●施設見学より（写真提供：倉敷中央病院）
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